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１　は じ め に

　信仰生活に触れながら学生生活を送るミッションスクールにおいては，その霊育の下に過ごした

数年間が卒業後においても人生を支え導く道標となる。

　賛美歌は，信仰に対する精神と感覚を呼び覚ます霊性を生み高める。その時間的普遍性ゆえに，

学校礼拝で歌われた賛美歌はそこで育った学生の人生と共にあり，時を得たときに精神の糧となる。

聖学院大学速水優名誉理事長も，日本銀行の総裁に就いていた１９９８年～２００３年の時を振り返り，自

身に味方する者が誰一人いない等の難しい場に臨む時に『こどもさんびか』３５番⑴「主われを愛す」

を心のうちで歌い，神と共にあることを覚えていたと語ったことがある。その賛美歌は幼少時代に

クリスチャンスクールである聖学院幼稚園で過ごした時に歌っていた賛美歌であるという。
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賛美歌を歌い霊性を生み高めるために（中）
―― 文語語彙・文型（動詞・形容詞・名詞）の現代語への変換法 ――

内　藤　み　ち

Singing Hymns to Strengthen Spirituality (II)

Grammatical Rules to Change Classical Japanese to Modern Japanese:

“Verbals, Adjectivals and Nominals”

Michi NAITO

　In order to sing hymns to strengthen spirituality, it is necessary to understand the meaning of each 

word in a hymn written in classical Japanese.  Classical words of hymns sung often at school worship 

services are examined and “verbals”, “adjectivals”, and “nominals” are pointed out. Some classical 

Japanese words have simple grammatical rules.  Some have the same form as modern Japanese but 

different meanings, usages, and so on.  The rules to change classical Japanese into modern Japanese 

are introduced.  Unlike native speakers of Japanese, Japanese language learners have more ability to 

master even classical Japanese by expanding grammatical rules of modern Japanese that they have al-

ready mastered.

 
Key words:　spirituality, Hymns, Classical Japanese, Grammatical exchange rules, Technical acquisition

執筆者の所属：基礎総合教育部 論文受理日２００６年７月２６日



　賛美歌の歌詞は敬虔で崇高であり，その多くは格調高い文語体⑵で書かれている⑶。歌詞を深く

理解し自身の言葉として意味を噛み締めながら歌わなければ，賛美歌を心に共鳴させ霊性を生み高

めることは難しい。日本語を外国語として学ぶ留学生が文語体の歌詞内容を理解するために，既知

の日本語⑷とは異なる文語の語彙や文型規則を取り出して習得することは不可欠である。文語体の

語彙・文型の中には，現代語と同じ語彙・文型も存在するが，多くその学習は日本語レベルの高い

時期に行われるため，現代語の学習においては未学習であることが多い。現代語に同様の語彙・文

型があるものの，文語の意味や文法規則に現代語との差異がある場合もある。賛美歌の歌詞を理解

する上で，文語体の語彙・文型は早い段階で導入すべきである。

　本稿では，日本語学習者が賛美歌の歌詞を理解するために，学校礼拝において数多く歌われてい

る賛美歌の歌詞より，動詞・形容詞・名詞の３品詞の文語の語彙・文型を取り出し，日本語学習者

が既に身に付けている現代語の語彙・文型及び意味への変換方法を分析する。

２　賛　美　歌⑸

　賛美の歌を一般に賛美歌という。賛美歌に当たる英語ヒム（hymn）はギリシャ語のヒュムノス

（hymnos）を語源に持ち，神々や英雄を讃えて歌う歌を意味している。

　広義では信仰を歌う歌を指す。狭義ではキリスト教の礼拝や集会等で歌われるキリスト教の神を

賛美する歌を指し，その総数は約５０万とされる。⑹

　聖学院大学では毎年約１００回の全学礼拝がもたれ，「頌栄」⑺以外に歌われる賛美歌は，ほぼ礼拝毎

に異なる数多くの奨励者や説教者が選出している。その多くが『讃美歌』より選曲されている。⑻

１９９５年度～２００４年度の１０年間に歌われた賛美歌は延べ約１０００曲，そのうち２回以上使用された同じ

曲番の賛美歌を１曲と数えると約２６０曲の賛美歌が使用されている。

３　文語体の歌詞

　本稿では，表１の使用回数７回以上（３３曲）の賛美歌及び礼拝において数多く使用された頌栄５

曲⑼より文語体の歌詞を取り出し，そのうちの動詞・形容詞・名詞の中で，特に多く使用されてい

る語彙・文型の現代語への変換規則を記述する。

賛美歌を歌い霊性を生み高めるために（中）
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３－①　動詞

　使用されている動詞は約３００種類あり⑾，同じ動詞の語彙が複数回使用されているのを延べであら

わすと全部で約４２０語となる。そのうち，同じ動詞の語彙が最も多く使用されているのは「ある」

２６回，次に「なる」２３回，そして「恵む」２１回である。２０回～１１回使用された動詞は以下の通りで

ある。「救う」１６回，「祈る」１４回，「栄える」「なす」１３回，「光る」「見る」「ゆく」「 来 る」１２回で
く

ある。１０回～５回の使用は，「与える」「悩む」「喜ぶ」９回，「歩む」「いつくしむ」「帰る」８回，

「あげる」「受ける」７回，「 在 ます」「変わる」「 来 る」「ささげる」「進む」「待つ」「迷う」「導く」
い きた

聖学院大学論叢　第１９巻　第１号
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表１　学校礼拝において使用された賛美歌⑽

　賛美歌曲番
※ 「　」はタイトル牽引となる，賛美歌の初行である。　　　　　　　　　　　　　　　
※ 曲番号のみは『讃美歌』から，Ⅱとあるのは『讃美歌第二編』からの賛美歌を指す。　

使用
回数

Ⅱ　２５
「うたごえ高
らかに」

５２０
「しずけきか
わのきしべを」

４５３
「きけやあい
のことばを」

３３３
「主よわれをば」

３２６
「ひかりにあ
ゆめよ」

１８７
「主よいのちの」７回

５１１
「みゆるしあ
らずば」

３５５
「主をあおぎ
みれば」

３１０
「しずけきい
のりの」

３０８
「いのりはく
ちより」

２７２
「ナザレのふ
せやに」

８回

Ⅱ　188
「きみのたま
ものと」

Ⅱ　５７
「あらしのあ
とに」

５１７
「われにこよ
と主はいま」

４５０
「わかきひの
みちを」

３３８
「主よおわり
まで」

２８５
「主よみても

て」
９回

Ⅱ　１６７
「われをもす
くいし」

２３４Ａ
「むかし主イ
エスの」

５０２
「いともかし
こし」

２４３
「ああ主のひ
とみ」

１０回

354
「かいぬしわ
が主よ」

３１３
「このよのつ
とめ」

２９１
「主にまかせ

よ」
１１回

Ⅱ　１
「こころをた
かくあげよう」

352
「あめなるよ
ろこび」

２９４
「みめぐみゆ
たけき」

１３回

４９４
「わがゆくみち」１４回

３３２
「主はいのちを」１５回

４５２
「ただしくき
よくあらまし」

１２１
「まぶねのなかに」１６回

２７０
「しんこうこ
そたびじを」

２３回

３１２
「いつくしみ
ふかき」

３５回



「持つ」６回，「たたえる」「得る」「聞く」「呼ぶ」５回である。残りの延べ約１００語は使用５回未満

の動詞である。動詞の語彙で多く使用されている文語の文型規則は，［字引形］⑿と［て形］⒀である。

それら２つの文型の使用法及び表出している意味は，留学生がすでに学んでいる現代語と同じもの

である。文語の［字引形］と［て形］の形（フォーム）は現代語と異なる。

３－①―ⅰ　動詞の［字引形］

　日本語学習者が現代語を学ぶ場合，動詞は表２の４種類に分類される。

　約３００種類の動詞のうちの約１割，２９種の動詞は現代語と異なる［字引形］を持つ文語であり，

そのうちの２５種の動詞の［字引形］は，表３と表４の文型規則を使用してすべて現代語の［RU動

詞］の［字引形］に変換することが可能である。まず，文語の［字引形］の語尾がUまたはURU

であるかによって，２グループに分ける。語尾がUのグループの文語の［字引形］⒂は，語尾Uを

除いた後IRUまたはERUを加えて現代語の［字引形］とする。語尾がURUのグループの文語の

［字引形］は，語尾URUを除いた後，IRUまたはERUを加えて現代語の［字引形］とする。ただし，

語中でYEとなった場合は，「え」と表記し発音する。IRUを加えるかERUを加えるかは［字引形］

からは導き出すことはできないので，どちらを加える動詞であるかは提示される必要がある。礼拝

で多く使用された賛美歌の中の動詞では，２０語がERUに，５語がIRUに変換される語彙であった。

賛美歌を歌い霊性を生み高めるために（中）
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表２　現代語の動詞の分類 ⒁

ARU動詞不規則動詞RU動詞U動詞
ARU＃
ARU＃
ARU＃
ARU＃
ARU＃

ごZ
なS
くだS
おっSH
いらっSH

する
くる

 　  ＿IRU＃
    ＿ERU＃   

　
兼
献
験

　
券
献
鹸

＿U＃

例外　　入る
　　　　走る
　　　　帰る　　　　他

IRU変換動詞IRU変換動詞
生きるIRUいKURUいK
試みるIRUこころMURUこころM
満ちるIRUみTURUみT
生きるIRUいKUいK
滅びるIRUほろBUほろB

表３　文語の［字引形］から現代語への変換規則「IRU変換動詞」



３－①―ⅱ　動詞の［て形］

　現代語の動詞の［て形］は，その［字引形］から表５の規則によって作られる。⒃

　３８曲⒄の賛美歌には，延べ約８０種類の［て形］の動詞が使用されている。それら［て形］動詞の

聖学院大学論叢　第１９巻　第１号
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ERU変換動詞ERU変換動詞
与えるERUあTAURUあTA
溢れるERUあふRURUあふR
隠れるERUかくRURUかくR
聞こえるERUきこYURUきこY
清めるERUきよMURUきよM
崩れるERUくずRURUくずR
責めるERUせMURUせM
強めるERUつよMURUつよM
告げるERUつGURUつG
開けるERUひらKURUひらK
与えるERUあたUあた
受けるERUうKUうK
恐れるERUおそRUおそR
比べるERUくらBUくらB
奉げるERUささGUささG
棄てるERUすTUすT
染めるERUそMUそM
流れるERUながRUながR
求めるERUもとMUもとM
燃えるERUもY UもY

表４　文語の［字引形］から現代語への変換規則「ERU変換動詞」

表５　現代語の動詞の［て形］規則

ARU動詞不規則動詞RU動詞U動詞

＿ARU＃→ ＿ARUって
する → して

くる → きて
＿る＃ → ＿るて

＿う＃ → ＿うって
＿つ＃ → ＿つって
＿る＃ → ＿るって
＿す＃ → ＿すして
＿く＃ → ＿くいて
＿ぐ＃ → ＿ぐいで
＿ぬ＃ → ＿ぬんで
＿ぶ＃ → ＿ぶんで
＿む＃ → ＿むんで



表わす意味は，「手段」或いは「接続」の意味となり現代語の［て形］のもつ意味と同じである。た

だ，現代語と文語の［て形］のフォームは異なる⒅。文語ではU動詞とRU動詞の［て形］文型規

則は表６にあるように１つである。文語の［て形］作成規則は，動詞の［語幹］⒆に「て」を加える

もので，現代語のそれに比して非常に単純化されている。⒇ただし，「持つ」は例外として発音変化

を伴って「持て」の形で使用されている。３８曲の賛美歌に使用されている［て形］の４割近くに当

たる約３０語はU動詞の［て形］で，現代語にはない文語体の［て形］であるので，新たな規則を学

ぶことによって既知の現代語の［て形］を導き出す方法を習得する必要がある。その他の約６割の

［て形］は，すべて現代語においても文語においても同じフォームとなるRU動詞の［て形］であり，

新たな学習は必要としない。ARU動詞は現代語の［語幹］ではなく，文語の［語幹］を使用し，「ご

ざRU ／＋I＋て」「なさRU ／＋I＋て」「くださRU ／＋I＋て」「おっしゃRU ／＋I＋て」「いらっしゃ

RU ／＋I＋て」となる。従って，現代語のARU動詞の５語以外で，動詞の［語幹］に「て」がつい

て［て形］となっている場合は，文語のU動詞であり，現代語のU動詞の［字引形］を導き出して

表５の現代語の［て形］規則を当てはめることによって，現代語の［て形］を導き出せる。また，

全５種のARU動詞が「ござRU ／＋I＋て」「なさRU ／＋I＋て」「くださRU ／＋I＋て」「おっしゃRU ／

＋I＋て」「いらっしゃRU ／＋I＋て」とある場合は，「り」を「っ」に変えることによって現代語の

ARU動詞の［て形］のフォームとなる。

３－②　形容詞㉒

　３８曲の歌詞に使用されている形容詞は５０種余りあり，同じ形容詞が２回以上使用されている場合

は約半数ある。同種の形容詞が５語以上使用された語彙は，「きよい」７語，「深い」「こよなき」

６語，「しずけき」「若い」「高い」５語となる。現代語と同形の語㉓は約４０種ある。

３－②―ⅰ　［い形容詞］

　文語の「難しき」「美しき」「正しき」等の語は，約５０回使用されている。語彙の意味は現代語の

［い形容詞］と同じで，新聞の見出しやキャッチフレーズそして詩や小説等の現在使用されている日

本語の中にもそれらの文語は多く使用されている。ただし，現代語の学習においては上級で学ぶ文

型規則である。現代語への変換規則は，表７にあるように語尾の「き」を「い」に変えるというも

のである。

賛美歌を歌い霊性を生み高めるために（中）
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表６　文語の動詞の［て形］規則

ARU動詞㉑不規則動詞RU動詞U動詞

［語幹］て 例外：「持つ」⇒「持て」　



　数少ないが現代語に規則だてて変換するに難しい語彙が存在している。「直き」「全き」「くしき」

「しげき」等がそれである。上に述べた文語から現代語への変換規則はこれらの語彙には当てはまら

ず，規則から現代語を導き出すのではなく，文語の語彙の意味に適した現代語を当てはめて語彙を

そのまま習得する。

３－②―ⅱ　［い形容詞］の［し形］㉔

　「いとたのし」等の語尾が「し」で終わる形容詞が約２０使用されている。現代語へは，文語の語

尾の「し」に「い」を加えて現代語の［い形容詞］に変換する。

３－②―ⅲ　［な形容詞］

　３８曲中に使用されている９種（あらわな，うららな，完全な，さだかな，しずかな，たからかな，

つぶさな，豊かな，わずかな），延べ１２語の［な形容詞］は現代語のフォームと同形で意味も同じ

であるので，特別な文型規則等の導入は必要ない。

３－②―ⅳ　［な形容詞］

　３８曲中に語尾が「けき」とある語が４種，「きよけき」（２語），「しずけき」（５語），「安けき」

（１語），「ゆたけき」（２語）の延べ１０語使用されている。それらの語彙の現代語は，表８にあるよ

うに文語形容詞の語尾「けき」を除き，「かな」または「らかな」を加えて導き出すことができる。㉕

「かな」と「らかな」のどちらを加えるかは，語彙を２グループに分類して学習する必要がある。

３－③　名詞

　動詞から作成され，動詞の［語幹］が［名詞］となっている語を除いても，約２００種類の名詞が

３８曲中に使用されている。その中で，最も多く使用された語は「 主 」１０７回である。次いで半数以
しゅ

下の「 我 」４５回。そして，「心」３０回，「世」２６回，「人」２４回，「神」２３回となる。１０回以上使用さ
われ

聖学院大学論叢　第１９巻　第１号
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表８　文語から現代語の［な形容詞］への変換規則

＿けき＃　→　＿かな＃＿けき＃　→　＿らかな＃
しず・けき　→　しず・かなきよ・けき　→　きよ・らかな
ゆた・けき　→　ゆた・かなやす・けき　→　やす・らかな

表７　文語から現代語の［い形容詞］への変換規則

＿き＃　→　＿きい＃



れた名詞を表９に記入する。

　３８曲中の名詞で，現代語での使用が少ない語彙は，「 天 」㉖「きみ」「 霊 」「 我 」の４種である。
あめ たま われ

３－③―ⅰ　「 天 」
あめ

　天地の「 天 」である。３８曲中５語であるが，礼拝において賛美歌以外にも多く使用される語であ
あめ

る。「主の祈り」のアンケート㉗では，平仮名で書かれた語彙「あめつち（天地）」について質問し

たところ，全回答者２７名のうち１名が「天と地」と正しく記入した。他３名がそれぞれ「雨土」「飴

土」「甘面」と記入し，残りの２３名は無記入となっている。母国の中国においても長年教会生活を

送っている日本語能力上級の朝鮮語母語話者である聖学院大学の卒業生１名に同じ質問をしたとこ

ろ，「主の祈り」の内容についてはすべて把握しており現代語の日本語に完璧に書き直していたが，

唯一「天地」という語彙の理解はできていなかった。アンケート用紙には「よく分りませんでした。

色々な賛美歌によく使用されている語ですよね。」と記入されていた。日本においても毎週欠かさず

通っている教会で頻繁に見聞きした語彙であるが，日常生活の中で触れることのない語彙であるこ

とが意味の把握がなされていない原因と考える。「 天 」の語の説明をする必要がある。
あめ

３－③―ⅱ　「きみ」

　「わがきみイエス」等の表現の中で１８回「きみ」という語彙が使用されている。現代語にも「き

み」という語彙はあるが，その意味は英語のYOUに当たり，発話者と呼びかけられる人との上下関

係や力関係等によって使用が限定され，「きみ」の使用が適している場合もあれば不適切で失礼とな

る場合もある。上司が部下を呼ぶ時は使用できる場合もあるが，目下の者が目上の者を呼ぶ呼称と
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表９　賛美歌の中の名詞

名　　　詞使用回数

 主 
しゅ１０７回

 我 
われ　４５回
心　３０回
世　２６回
人　２４回
神　２３回
きみ　１８回

身イエス　１７回
道　１５回

力時　１３回
友今愛　１２回

 生命 
い の ち　１１回

 霊 
たまつみ声　１０回



はならない。目下に対しての発話においても単に上下関係を表出したり，相手を敬い対等として扱

う意に使用されるなど，人間関係によって様々なケースがある。男女の社会方言㉘にもその使用は

関係してくる。日本語学習者は日本語学習の初級あるいは中級レベルの段階で現代語の「きみ」と

いう語彙を学ぶが，その使用対象が限られていることが強調される。賛美歌の歌詞にある文語の

「きみ」は，留学生が初中級で学ぶ「きみ」とはその使用が大きく異なり，身分の高い人に対してや

敬意を込めた意味で使用される。その異なりを説明する必要がある。

　また，「主にまかせよ，汝が身を」等，「 汝 」という語彙が４語使用されている。「きみ」或いは
な

「 我 」と共に，発話対象者と話者との人間関係をも含めて「 汝 」も導入する。
われ な

３－③―ⅲ　「 我 」
われ

　「われ何をなして主にむくいし」や「われらのこころを」等の表現で「我」が人称代名詞として

約５０回使用されている。留学生は「我々」や「我ら」等の語彙を中上級で学ぶ。『讃美歌』におい

ての「我ら」は現代語のそれとほぼ同じではあるが，現代語が意味する以上の範囲を持つ。現代語

の「我」は「私」にすべて置き換えられることはなく，多く演説などの限られた状況の中で「私達」

を指す「我々」という語彙の中で使用されている。文語の「我」は現代語の「私」と置き換えて使

用できる。文語の「我」は文語学習の早い段階から学習すると同時に，現代語の意味や語彙の使用

方法との差異について取り上げる必要がある。

　「我」と同時に，「わが主」等の「 我 が」についても現代語との意味の差異を取り上げて導入する。
わ

「わが」も４０回余りと数多く使用されている。

３－③―ⅳ　「 霊 」
たま

　「 御霊 
み た ま

」という語彙で約１０語使用されている。美化語の接頭語「 御 」と共に使われる語彙である
み

ので，接頭語「 御 」と共に文語の「 霊 」の意味を導入する。
み たま

聖学院大学論叢　第１９巻　第１号

― 55 ―

表１０　「みたま」の回答 ㉙

日本語レベル在学期間「みたま」の意味回答者
上級１御宝１
上級１たましい２
中級１大仏が持っているたま３
中級１見玉４
中級３魂５
中級４遺骨をいれるもの６
上級３魂◇7 
中級４祝福◇8 



　留学生２７名㉚に平仮名で書かれた「みたま」の意味を何も見ずに記入してもらったところ，８名が

表１０にあるように回答した。１９名が回答していなかったことからも，現代語での使用頻度が少ない

「 霊 」を理解している日本語学習者はほとんどいないことがわかる。
たま

３－④　接語

　名詞に関連した文型として，「 御 」と「 等 」の２つの接語の導入をする。
み ら

３－④―ⅰ　接頭語「御（み）」㉛

　「 御子 
み こ

」「 御名 」「 御力 」等，１００回以上使用されている。現代語では「み」と使用されることは殆
み な  みちから

どない。現代語とするには「お」や「ご」に置き換えることで容易に定着する。ここでも現代語の

「お」と「ご」が文語では「み」と１つになり単純化されている。「主の祈り」アンケート結果㉜か

ら，多くがこの美化語を把握していなかったことがわかる。敬語の意を理解しているかどうかの問

題以上に，数多く使用されている「み」を接頭語として理解していないということはそれに続く名

詞をも理解できていないということに繋がる。名詞は，そのほとんどが文語・現代語に関わりなく

同一の形で使用されている。歌詞に「み」が歌われる毎に美化語であると理解できればその語に続

く語彙をも容易に理解できる。

３－④―ⅱ　接尾語「 等 」
ら

　「我ら」等，約３０回使用されている㉝。現代語の「我ら」と同様に複数を表わす。日常，数多く見

聞きするが，学習レベルは日本語中上級である。従って，「主の祈り」のアンケート㉞対象者である

中上級レベルの日本語学習者の多くはその意味を把握している。が，今回初級レベルの日本語学習

者約１０名に「ら」の意味を質問したところ，３名しかその意味を把握していなかった。現代語にお

いても使用される「 等 」ではあるが，文語学習においては早い段階での学習となる。また，現代語
ら

の「達」との意味の差異についての説明が必要である。

４　お わ り に

　賛美歌の歌詞にある文語を理解するには，その文語での日本語のインプットのみが必要となり，

日本語学習者が文語で発話することや文章を書くというアウトプットの必要はない。加えて，文語

の文型規則は現代語に比べ単純化されているものが多く，文語から現代語を導き出すことは容易と

考えられる。文語の名詞の接頭語の「 御 」も現代語においては「 御 」「 御 」の２つの読み方となる
み お ご

が賛美歌の歌詞の文語においては「み」となっていたり，文語の動詞の［て形］規則も１つである。

日本語学習者にとって第二日本語として方言や文語を学ぶことは，既に身に付けている日本語（標
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準語）学習の延長線上の学習となる。文語の動詞・形容詞を現代語にする方法は，既知のストラク

チャーを変換させる文型学習となり難しい学習とはならない。文語の名詞や，名詞に関係する接語

は，学習するに留意する必要があることがわかる。それは，現代語の名詞にも同じ語彙が多くある

が，その意味や使用可能な対象などが文語と現代語では異なるからである。

　留学生は公式的 ㉟に現代語を習得し，技術的 ㊱に文語を習得した後に，クリスチャンスクールで

のキャンパスライフを通し非公式的 ㊲な信仰の学びが可能となる。その非公式的な習得は，在学期

間が長くなるほどに深まるものであるゆえに，学生生活において触れる賛美歌にある文語の早い時

期での習得が望まれる。

注
⑴　『こどもさんびか』３５番は，『讃美歌』４６１番と同じ賛美歌である。
⑵　本稿でいう「文語」は「古語」を含んでいる。その対象にあるのは，日本語学習者が日本語を学習す
るときに最初に学ぶ「現代語（大抵は標準語）」や「口語」を指す。「文語」或いは「古語」の一部は現
代語にも使用されている。文型規則が異なる場合や，表出する意味が異なる場合などさまざまで，入り
組んでいる部分がある。
⑶　賛美歌の歌詞は文語体だが，表記は現代仮名遣いである。
⑷　現代語の日本語，大抵は標準語の現代語である。
⑸　讃美歌とは特定の歌集を指す。
⑹　現在，日本のプロテスタント教会で使用されている主な賛美歌集は『讃美歌』『讃美歌第二編』『とも
にうたおう』『讃美歌２１』『聖歌』『新聖歌』等である。『讃美歌』『讃美歌第二編』『讃美歌２１』は，国内
のプロテスタント信徒数の３分の１を有する国内最大の教団である日本基督教団によって作成された。
『聖歌』『新聖歌』は，福音派の教会において最も多く使用されている。それら『讃美歌』と『聖歌』に
は本質的な差異はなく同じ賛美歌をも多く載せている。
⑺　三位一体への賛美において歌われる賛美歌である。
⑻　聖学院大学では，入学時に『讃美歌第二編付』を全学生が購入している。
⑼　『讃美歌』の５３９番，５４１番，５４３番，５４５番，５４６番の５曲である。
⑽　拙稿「賛美歌を歌い霊性を生み高めるために（上）」『聖学院大学論叢』第１８巻　第３号，２００６年，
pp.２６９-２７０
⑾　動詞の［ます形］から「ます」を省いた形である［語幹］からなる名詞は，その品詞を動詞に分類し
た。
⑿　［字引形］とは，動詞の普通体の非過去の肯定の形である。　
⒀　［て形］とは，「～てください」などの表現に使用されている形「～て」を指す。
⒁　分類された動詞の名称は，日本語の教科書によって様々である。例えば，本稿でU動詞としている動
詞グループは，五段動詞，子音語幹動詞，強変化動詞，Ⅰ類動詞等とも呼ばれる。RU動詞，不規則動
詞，ARU動詞も同様に多くの名称を有する。

⒂　文語の動詞の［字引形］は，文中の使用される場所により，その［字引形］の形が異なる。
⒃　U動詞の「行く」は，現代語の［て形］規則の唯一の例外であり，U動詞の［て形］規則を当てはめ
た形の「行いて」とはならず「行って」となる。
⒄　本稿でいう３８曲とは，表１にある学校礼拝において使用された賛美歌３３曲と頌栄５曲⑼を指す。
⒅　現代語と異なるフォームを持つ文語の［て形］とは，「湧きてながる」等の表現に使用されている
「湧きて」などの［て形］を指す。
⒆　［語幹］とは，［ます形］から「ます」を除いた形を指す。
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⒇　現代語［て形］の唯一の例外である「 行 く」の［て形］も，文語体では例外とはならず［ 行 きて］と
ゆ ゆ

なる。ただし，「 行 く」からは文語の［て形］は作られない。
い

㉑　文語のARU動詞の［語幹］は，U動詞と同じように作成される。言い換えるならば，文語において
はARU動詞とU動詞は１つのグループ分類となる。

㉒　日本語学習においては形容詞は２種類に分類される。本稿では［い形容詞］［な形容詞］という名称
を使用する。
㉓　文語での語末は，現代語の語末「い」ではなく，「き」となる場合がある。
㉔　シク活用の語彙である。
㉕　規則が適応しない語彙もある。
㉖　３８曲の歌詞の中での使用回数は５回である。
㉗　注１０，pp.２７３-２８５
㉘　一般にいう方言を「地方方言」とし，社会における属性（性別・年齢・職業等）の違いによって異な
る日本語を「社会方言」という。
㉙　番号についているダイヤ印はクリスチャンであることを意味している。アンケートに未記入の２名
のうち，日本語レベル上級の中国語母語話者１名は「み」が尊敬の意を持つことは知っていたが「た
ま」の意は理解していなかった。他１名の卒業生は「「み」は現代語の「ご」「お」に当たる」と記入し，
「ここでは神様を指す。「あなた様」の意味」と回答した。
㉚　２００５年１０月，聖学院大にて，中上級レベルの日本語能力をもつ留学生２７名を対象にアンケート調査を
実施した。
㉛　『聖書』から抜粋された４６篇からなる祈祷の内容をもつ儀式用の文「交読文」においても，使用され
ている接頭語の最も数多いのは「 御 」であり，３２回と接頭語の使用回数６１回の半数以上を占めている。

み

（拙稿「交読文の語彙について」『講座　日本語教育』第２６分冊，１９９１年，p.８５）
㉜　注２７
㉝　「交読文」に使用されている「 等 」も３７回と，接尾語全体の半数を占めている。（注３１に同じ）

ら

㉞　注２７
㉟　一定の基準となる形式に合致させ，それから外れると誤りとして訂正され，２元的の二者択一によ
り矯正されるという二方交通のプロセスによって一定形式を身につける習得法。現代語の日本語学習
がそれに当たる。
㊱　高度に意識された習得という特徴があり，習得は一方交通でなされ，その場に教え手が居なくても学
習は成立する。公式的及び非公式的な学習を含み，既に基礎的日本語を身に付けている留学生が賛美
歌にある文語体の語彙や文型規則を学ぶ場合がこれに当たる。
㊲　何を手本として模倣するかは重要であるが無意識に行われ，「何かを習得していること」や「一定の
形式或いは法則の存在」をも意識されることが少ない。信仰への歩みがそれに当たる。
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